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アオギリの風種子散布戦略を探るⅡ 

 

２年４組 小西 真生 ２年４組 信藤なつは ２年４組 宮住 莉代 

２年４組 山中今日香 ２年４組 山村 志乃 

指導者 北原美沙紀 

 

１ 課題設定の理由 

  アオギリは、風で種子を遠くまで飛ばす風種子散布を

行うことで知られている。アオギリの種子は１つのハネ

につき複数個の粒を付ける（図１）。昨年は、２粒の位

置を変えたときの自由落下運動による、平均回転数と平

均滞空時間を調査したが、横方向の動きは不明であっ

た。今年度は自由落下運動に加え、横方向への動きを考

慮することで自然界により近い状態における種子散布戦

略に迫りたいと考え、研究を行った。 

 

２ 仮説 

昨年の研究から、平均滞空時間

が長く、平均回転数が多い模型は、

粒の位置がハネの中央付近(舟形

の底付近)に寄っており、かつ粒は

横一列に並んでいない（図２）と

考察した。よって今年は試行回数

を増やし、より信憑性の高いデー

タを得ることで、似たような傾向

が見られると考えている。また、風速が大きいほど種子の飛距離も大きくなると推測している。 

 

３ 実験・研究の方法 

(1) ２粒の位置のずれによる滞空時間と回転数の変化 

ア 図３のように、ハ

ネの左右に粒４か所

を付ける位置を設定

し、その組み合わせ

16通りの模型を用意

する。 

イ それぞれの模型を

５ｍの高さから落と

す。各模型につき 20

回繰り返す。 

ウ ストップウォッチ

で滞空時間を測定する。 

エ その様子をビデオ撮影し、回転数を測定する 

 

 

図１ アオギリ種子の名称 

（実験上の便宜的な呼称とする） 

ハネ 粒

種子全体

  

図２ 横からみた種子全体（左）と粒の位置の例（右） 

舟形の底

  

図３ 模型の粒の位置と実験場所 
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(2) 風速による種子の飛距離の測定 

ア 昨年度と今年度(1)の結果、最も平均滞空時間が長か

った２Dの模型を用意する。 

イ 風通しの良い、高さ９ｍ（アオギリの樹高を想定）

の場所で風速を測定しながら落下させ、そのときの飛

距離を調べる（図４）。 

 

４ 結果 

(1) ２粒の位置のずれによる滞空時間と回転数の変化 

   平均滞空時間が短く、平均回転数が少ない模型は、左

右２粒の位置が最も離れている１Ｄ・４Ａか、２粒が左

右対称になっている１Ａ・２Ｂ・３Ｃ・４Ｄである。また、平均滞空時間が長く、平均回転数

が多い２Ｄ・３Ｂ・４Ｃは粒の位置がハネの中央付近（舟形の底付近）に寄っていて、かつ粒

は横一列に並んでいない。今年は試行回数を増やしたが、昨年と似たような傾向が見られた。

昨年より信憑性の高いデータが得られたと考える。昨年と同様に平均回転数が多いものは、平

均滞空時間も長くなっている（図５～８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 風速による飛距離の測定 

   

図５ 平均滞空時間（2019）（右は左の表をグラフ化したもの） 

A B C D

1 2.34 2.98 2.64 2.02

2 2.86 2.16 3.11 3.74

3 2.48 3.36 2.51 2.53

4 2.13 2.76 3.43 2.39
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図６ 平均滞空時間（2018）（右は左の表をグラフ化したもの） 

A B C D

1 2.26 2.81 2.45 2.92

2 2.84 2.14 3.17 4.17

3 1.84 3.90 2.32 2.81

4 1.66 2.96 3.40 2.71
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(2) 風速による種子の飛距離の測定 

図９は、風速と飛距離の関係を表しており、弱い正の相関が見られる。よって、風速が大

きいほど飛距離も大きくなると考えられる。しかし、種子が遠くまで飛びすぎても、その場

所が生育に適していなければ、子孫を増やすことはできない。また、種子の多くが近くに落

ちると、生育には適しているが、種子同士の競争が起こり、その多くは育つことができな

い。よって、分布にはある程度の散らばりが必要であるため、正の相関は弱いことが適して

いると考えられる。今回は、粒２個の場合で実験を行ったが、３、４個では正の相関がみら

れるとは限らないので今後の課題にしていきたい。 

  

図７ 平均回転数（2019）（右は左の表をグラフ化したもの） 

A B C D

1 8.2 12.5 13.1 6.4

2 16.6 12.3 17.5 20.3

3 14.4 25.4 13.1 10.1

4 5.7 11.6 21.5 13.1
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図８ 平均回転数（2018）（右は左の表をグラフ化したもの） 

A B C D

1 5.5 17.0 7.3 14.0

2 18.3 9.0 26.0 22.0

3 5.3 21.3 5.9 16.0

4 1.7 9.0 17.5 12.0
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図９ 風速と飛距離の関係 
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５ 今後の課題 

調査１では、２粒の場合のみの実験を行った。粒の個数が変わると、平均滞空時間と平均回転

数の別の関係性がみられる可能性があるため、粒の個数を変えて同様の実験を行いたい。 

調査２では、２Ⅾ以外の模型でも調査を行いたい。また、試行回数が少なく、信憑性が低いの

で、試行回数を増やすべきである。種子を落とし始める高さと、最終落下地点の風速は違う可能

性があるので、風速と種子の飛距離の正確な関係性が調べられなかったと考える。そのため、そ

れを考慮した測定方法の検討が必要である。今回は学校の建物によって風が遮られた場合があっ

たため、障害物の少ない場所でも実験を行いたい。 

最後に、アオギリの風種子散布の調査が、自分たちの身の回りでどのように生かすことができ

るかを考える必要がある。 
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